
 

３）耳介 

 妊娠の２−3 ヶ月の時に６つの膨らみが頚の位置にできて、徐々に耳の形ができ

てきます。標準的な耳の形は縦横の比率が 2：1 と縦が長く、縦の長さは成人男性

では 65mm 前後、成人女性では 60mm 程度とされています。 

しかし、耳の形や大きさは人によりさまざまで、全く同じ顔の人がいないのと同

様に全く同じ形耳の人もいないと言っても過言ではありません。 

 

 乳児の耳介は可塑性があるため、歯の矯正と同様に耳介も矯正治療ができる事が

はっきりしてきました。耳の矯正治療は本人が嫌がって外そうとする手の動きが

できるようになる前の生後 3 ヶ月以内が最も効果的です。 

 

    

副耳とスタール耳変形      手術後１年 

 

     

右耳前瘻孔     感染が疑われる右耳瘻孔 

40－50 人にひとりは見られる頻度の高い疾患で、瘻孔の深さに個人差があり、一生

問題を起こさない人も多いが、瘻孔が深い人では中に粥状物がたまるため臭いにおい

がしたり、感染を起こすため手術治療の適応となります。 

 



    

  折れ耳変形         手術後１年 

見た目に目立つだけでなくマスクや眼鏡がかけにくい。 

 

    

  埋没耳変形          手術後１年 

見た目に目立つだけでなくマスクや眼鏡がかけにくい。 

 

 

     

   耳垂裂            手術後１年 



     

   小耳症            手術後２年 

耳の矯正治療 

   

 右埋没耳矯正前    矯正具装着     矯正後 3 ヶ月 

   

右耳介低形成 矯正前    矯正具装着      矯正後 3 ヶ月 

 


